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　東日本大震災から 10 年を迎えました。2011 年 3 月 11
日午後 2 時 46 分に宮城県沖を震源としたマグニチュード
9.0、最大震度 7 の大地震が発生しました。被災地域は、
北は北海道から南は関東まで広範囲に及びました。それ
以上に世界を震撼させた福島第一原発の過酷事故は、原
発の安全神話を崩壊させ、私たちの暮らしを一変させま
した。
　亡くなられた方は、15,899 名、行方不明者は 2,526 名（警
察庁調べ 2021 年 3 月現在）になりました。亡くなられた
方には心からご冥福をお祈りするとともに、行方不明の
方が一日にでも早く見つかりますように願ってやみませ
ん。

東日本大震災の被災地へ
　私がはじめて、東日本大震災の被災地に行ったのは震災
から 2 週間後の岩手県でした。遠野市に拠点をおき、約 1
年間専従スタッフとして被災地で活動しました。当セン
ターでは遠野市社会福祉協議会と地元の青年会議所、ボ
ランティアや NPO などともに「遠野まごころネット」の
立ち上げのお手伝いをさせて頂きました。まけいないぞ
うと足湯の活動を中心にしながら、ボランティアセンター
のサポートを行いました。
　最初に訪問した岩手県大槌町は、津波による火災が飛
び火し山火事に広がり、言葉を失う光景が海沿いに続き、
津波の恐ろしさに目を覆うほどの状況でした。阪神・淡
路大震災の時は、戦争の後の焼け野原はこんな感じだっ
たのかなと思いました。建物が崩れていてもなんとなく
震災前の光景が目に浮かぶような感じでした。けれども、
東日本大震災の津波後の被災地では建物も何もかもが跡
形もなく流れ去り、まるで原爆が落ちたかのように津波
がすべてを奪い去り、津波前の姿は想像も尽きませんで
した。そんな中でも生き残った被災者は、流されなかっ
た重機や資器材を使い幹線道路のガレキをよけ、冷凍庫
に残った食材を分け合い、生き抜こうとしていました。「み
んな流されて、役割分担した人も仕事で地域にいないし、
防災訓練なんて何の役にも立たなかった」と言っていた
被災者の人の言葉が印象的でした。いつも最悪の事態を
想定して、マニュアルに頼らず、それぞれができること
をしていくことが大切なんだとあらためて実感しました。
　そして、津波の 2 週間後にまけないぞうづくりをする

2011 年 3 月 11 日　東日本大震災から 10 年…

被災地 NGO 恊働センタースタッフ　増島智子

▲大槌町役場の様子 ▲大槌役場の様子

特集：東日本大震災支援活動
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ため避難所に入りました。食料や水、毛布などがまだ不
足している中で、タオルと裁縫道具を持って訪問するの
は正直躊躇しました。実際にボランティアの人にも「い
まこんなことしている場合ではないのでは？」という指
摘もありました。避難所につくと、数人の女性がいてま
けないぞうづくりに参加してくれました。まけないぞう

を作るうちに、「2 週間ぶりに針を持てたわ！いつもは家
に戻ると毎日針を持っていたからね。」「ぞうさんづくり
に集中してやっと津波のことを忘れることができた」「久
しぶりに頭をつかって今日はよく眠れるわ！」などの言
葉をたくさん頂きました。
　このような被災者の言葉を聞いて、「まけないぞうは被
災者に必要とされているんだ」と確信を持ち、その日か
ら大槌町、釜石市、大船渡市、陸前高田市ひたすら避難
所を回りました。
 津波の後、被災地では流された家がほとんどなので、被
災者の人も家を片付けるという行為があまりなく、避難
所で何もできずにボーっとしている時間が多いというこ
とでした。被災者の人は、悶々と津波の事、これからの
ことをどうすればいいのか考えているだけだったのです。
そんな中、「まけないぞう」を夢中で作っていて、何も考
えずにいることで、一瞬でも津波のことを忘れることが
できたようです。
　まけないぞうの活動は、遠野市でモノづくりの活動を

▲ガレキと化した町

している「ふきのとうの会」の女性グループがサポート
してくれました。毎日数名のメンバーが交代で被災地を
回ってくれました。当初、メンバーの方は「女性で高齢
だし、力仕事もできないし、でも何か被災地のためにお
手伝いしたい」と思いながら、なかなか現地に行くこと
はできずにいました。そんな中、地元の NPO 団体のご紹
介で手芸の得意なメンバーがいると、まけないぞうづく
りに参加してもらったのです。全国から届くタオルの仕
分けや材料の準備からすべてにお手伝いしてもらいまし
た。地元の方と現地に一緒に行くことで、私にとっては
方言が難しい岩手弁や土地の文化などを学びながら訪問
することができました。メンバーのみなさんも沿岸の被
災状況を肌で感じることが大切なお手伝いをさせても
らったと話してくれました。
　避難所では、家も流され何もすることがないという人

▲ガレキと化した町

▲避難所でのまけないぞうづくり

▲ふきのとうの会

が多くいました。まけないぞうの作り方を教えたあと、
みんなが作っている輪の中に入らない女性がいました。
「何故だろう？」と思いながら、様子をみていましが、そ
の後時間が経って、仮設に入居した頃、その女性が話し
てくれました。「あの時ね、“まけないぞう”に救われた
んだよ。実はね、津波で孫を亡くしたんだ。見つかった
んだけど、火事で真っ黒こげになっていた。最後に抱き
しめたかったんだけど、それもかなわなかった。そのこ
とを報道の人が取材しにきたんだけど、最初のうちは話
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▲避難所でのまけないぞうづくり

していたけど、途中から嫌になって…。避難所にいても、
家をなくした人、家族を亡くした人、それぞれ違うから
話すこともなくなった。だからぞうさんを夢中になって
縫った。縫っていれば誰も話しかけてこない。人と話さ
なくてすんだんだよ。だから、“まけないぞう”があって
ほんと助かったんだよ。」と話してくれました。まけない
ぞうは、人と人をつなぐコミュニティづくりのきっかけ
にもなっているのですが、彼女の場合は一人になること
を望んで、そのきっかけとなったのです。そんなふうに
まけないぞうが役に立っていたとは、いままでにないこ
とで、ただただ目からうろこでした。

　避難所では、26 年前の阪神・淡路大震災時とほとんど変わらな
いような風景がそこにありました。コロナ禍のいま、やっと間仕
切りやテントなどが設置され、プライバシーが確保され始めまし
たが、あくまでも「感染症」対策として広がったというのが現実
だと思います。
　当時避難所には、一部を除いて間仕切りや段ボールベットはほ
とんどなく、阪神・淡路大震災から 26 年間、いやそれ以前の災害
から変わることなく、被災者のみなさんは雑魚寝状態でした。食
事は毎日コンビニのおにぎりとパンです。生野菜はありません。「コ
ンビニの方には申し訳ないですが、もうコンビニのお弁当やおに
ぎりは当分食べたくないです。」という被災者がほとんどです。
　日本の避難所の現状は海外に比べて、とても安全・安心できる
場所ではないのです。こういった被災者の声を教訓として、もっ
と暮らしやすい避難所の環境改善をするべきです。被災者にとっ
て“暮らしに仮はない”のですから。（増島智子）

〈避難所コラム〉

　避難所から仮設へ…
　その後、約半年続いた避難所生活は仮設住宅での生活
へと移っていきました。岩手県内では、最大 1 万 4 千戸
のプレハブ仮設住宅が建設されました。全体では約 5 万
3 千戸の建設型仮設住宅が建設され、同時にいくつかの
自治体では、地元の木材を利用した木造仮設住宅も建設
されました。この他には、既存の公営住宅や雇用促進住
宅を活用したみなし仮設住宅も約 6 万 7 千戸ありました。
建設型仮設住宅は、もともと平地が少ないリアス式海岸
のため、高台や内陸部などに点在していました。
　その年の 6 月末に初めて陸前高田市の仮設住宅に訪問
しました。集会所がなく仮設住宅の敷地内の隙間を見つ
けて、ボランティアセンターから持ち込んだ、テントと
長机、パイプ椅子などを並べ、神戸大学の学生や一般の
ボランティアさんたちと連携しながら、お茶会やまけな
いぞうづくり、足湯などをしました。
　まずは、仮設住宅を一軒、一軒訪問し、声掛けを行い
ます。声掛けをすると少しずつみなさんテントに集まっ
てきてくれます。みんなが集まりだすと「あー、あん
た生ぎでだの？どごにいだの？」、「そうよ！この仮設の
○○棟よ！」など、津波から 3 ヶ月が過ぎてやっと安否
を確認できたのです。そんな会話をしながら、初めて会

う人もどこに住んでいたか、津波のときはどうだったか
など、話は尽きません。そして、大切な家族や親せきが
亡くなった話など…。
ある日、「（仮設のお部屋に）声かけに行ったとき、なん
だかとても辛そうで気になる人がいたから、お連れしま
した」と遠野の女性ボランティアが連れてきてくれた女
性がいました。その女性は旦那さんを津波で亡くしたそ
うです。旦那さんと一緒に津波に流されて、女性は梁に
つかまり、旦那さんはそのまま波にのまれて、沈みゆく

▲仮設住宅での活動
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手を見たそうです。その後必死にもがいて、陸を目指し、
やっとの思いで浜に着いた途端に気を失い、気づいたと
きには病院のベッドの上だったそうです。
それから退院し、仮設住宅へ入居し「なんで私だけ？？
仮設にいてぞうさんつくっているのだろう…」と。その
言葉を聞いたときに、まけないぞうに出会ったというこ
とは、災害に遭ってしまったということ、みなさんの当
たり前の生活が一瞬にしてなくなってしまったという現
実が押し寄せ私自身もとても辛かったのでした。

当時の作り手さんのメッセージ 2011 年 7 月 30 日
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
忘れもできない 3 月 11 日 2 時 46 分。今までにない長い
地震、大きい津波、水に飲まれて流された一人です。主
人は亡くなりました。助けられて生き、今は仮設生活です。
ある日、お茶飲みに来てねと声をかけられて、行ったと
き作ったピンク色のぞうさんです。とてもかわいい眼を
してリボンを付けていました。何十年ぶりに針を持って、
先生に教えてもらいながら作りました。夢中になり、考
えることなく作ったのが今のぞうさんです。一人生活で
も作っている時は楽しいです。上手にはできないが、ま
けないぞうです。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
仮設住宅では、避難所で仲良くなった人もバラバラにな
り、また一からコミュニティを作らなければなりません。
しかし、当初集会所がなかったために住民さんが集まっ
て、交流することすらできずに、コミュニティを作るこ
とができませんでした。仮に集会所があっても、「きっか
け」がないと出会ってつながることはできないのです。
ボランティアが仮設に芝を植えて、あずまや風にしたり、
花壇や野菜が植えられるようにして、そこでみなさんが
立ち話や花や野菜を作りながら交流できる環境を整えて
いきました。その後、仮設に集会所ができてくると、全
国各地からお茶会や小物づくり、炊き出し、花植え、物
資配布などなど交流も増えてきて、コミュニティが形成
されていきました。

　今回多くの東日本大震災の被災地では各地に木造住宅
が多数建設されたことで、その後の被災地でも木造の仮
設住宅が増えて行きました。

▲木造仮設住宅

　その後の仮設での暮らしは盛土による造成、高台への
移転など大規模に土地を作ることから、インフラなどの
復旧が当初計画よりも遅れに遅れ、10 年間という仮設で
の生活がいまもなお続いています。

再建へのみちのり・・・
　その間に、まけないぞうの作り手さんも徐々に自宅を
再建したり、復興住宅などへの引っ越しをしていきまし
た。中には、津波から 4 回も 5 回も引っ越しをした人も
います。避難所から民間アパート、仮設、復興住宅、民
間アパートなどと何度も引っ越しを余儀なくされた人も
います。
　また、高台移転を希望した人の中には、何度も計画延
長がなされた上に、予定地に水が出るということが発覚
し、工期が伸びかなり落胆している人もいました。集団
移転事業に参加しようとした人も、工期がかかりすぎる
ので市内の別の場所に移り住んだ人もいます。工期が遅
れることが多くなり、被災者の人たちも何度も行われる
説明会に嫌気がさし、「どうせ遅れるんだから」という声
を聞くことが多くなりました。
　同じ町内の人たちが数十軒の単位で、集団移転した人
もいます。たくさんの住宅が立ち並んでいるにも関わら
ず、いつも閑散として人の気配がしません。そこに入っ
た人は誰にも会えなくて、仮設住宅の時のように集会所
でお茶っこすることもなく、とても寂しいと言って、少
し鬱のような状態になってしまった人もいるくらいです。

　高層の復興住宅に入居したまけないぞうの作り手さん
は、これまで庭のある一軒屋に住んでいました。仮設で
も軒先にたくさんの花や野菜を植えたりしていました。
それが急にエレベーターがある高層住宅に移ったのです。
ベランダも小さく、趣味だった花や野菜を植えることも
できなくなってしまいました。エレベーターの乗り方も
わからず、趣味だった園芸もできずに、家にこもるよう
になってしまったのです。それから体調がすぐれないこ
とが続き、あまり積極的に外での交流会にも参加できな
くなってしまいました。
　住み慣れた町のはずでも、生活環境が変わっただけで、
人は生きづらさを感じてしまうのです。それにいまはコ
ロナが追い打ちをかけ、人々の交流を断絶します。阪神・
淡路大震災の時に「孤独死」という悲しいことが多く発
生しました。その原因は「孤独死の前に“孤独な生”」が
あるということでした。いまもその言葉が心に残ってい
ます。東北や他の被災地でもこのこの“孤独な生”を生
まないような取り組みがいまとても大切なように思えて
なりません。

▲空き地や高台の造成地
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　当時の被災地では、甚大な被害により仮設住宅の建設戸数が多く、寒冷地
仕様の仮設が不足していました。そのため寒冷地にも対応できるように、断
熱材や床下の喚起、追い炊き機能つき給湯器などを追加していました。さら
にスロープや風除室、アスファルト舗装などの追加工事も多くありました。
仮設の建設用地の中には、畑だった場所もあり、湿気が酷く、窓際のジュー
タンがカビで黒ずんだり、トイレの天井までもカビに覆われる住宅がありま
した。厳しい寒さゆえの結露も酷く、毎朝の拭き掃除は大変でした。私も遠
野市の木造仮設住宅と陸前高田市の戸建ての木造仮設住宅と建設型プレハブ
仮設住宅を借りていた時期もありますが、木造住宅の方が断然居心地がよ
かったです。木の香りが心地よく、棚を付け加えたり、鉄板の壁よりも結露
も軽減されるなどメリットが多かったです。どうしても、プレハブ住宅は木
造住宅に比べてコストが高くなり、環境への負荷も大きいのです。山林保持
のためにも、間伐材や木材を有効利用することは環境への負荷を軽減し、地
場産材の活用や地元の雇用を創出でき、地域経済の活性化にもつながってい
ます。プレハブ型仮設は約 600 万円以上の費用がかかりましたが、木造型仮
設は約 250 万円（岩手県住田町）ですみ、地場産材や建設業者など地元にお
金を流す仕組みも整いました。使用後は、住民に払い下げして、最後まで有
効利用をしたのです。まけないぞうの作り手さんの中にはこの払い下げた仮
設を作業小屋にして、まけないぞうづくりや手芸作りをしたり、近隣のコミュ
ニティをつくる空間として活用していました。（増島智子）

〈建設型仮設住宅コラム〉

▲お茶っ子の様子

最後の仮設住宅が撤去され・・・
　今年 3 月、10 年目にして岩手県の陸前高田市の仮設住
宅から最後の被災者が退去しました。岩手県には約 1 万
4000 戸建設され、３万 1728 人が暮らしていました。まさ
か10年も仮設住宅に暮らすとは誰が想像したでしょうか。
いまだに防潮堤の工事や道路の復旧は終わらずに、10 年
目にして初めてボランティアに参加したＫさんは「まだ、
工事してるんだね」と驚きを隠せませんでした。
　海にはコンクリートジャングルのような防潮堤、山間
部には延々と続く復興道路があります。人口的に作られ
た造成地の町は真新しい家々が立ち並ぶ一方で、無機質
で住民さんとすれ違うこともほとんどなく、空き地が広
がっています。どの地域も人口が震災前より減少してい
ます。

　作り手さんからはこんな言葉が
「こんなに大きな建物作って、一体だれが維持費を払うん
だろうね…」
「こんなはずじゃなかった…」
（以前住んでいた町の写真をみて）「どこだかわからない。
淋しい…」「海が見えない…」
「いくら防潮堤があったって、津波は超えてくるよ…」
　想像を超える苦難を乗り越え、いまを生き続けている
被災者のみなさん。10 年という歳月はとても一言では語
れないし、「10 年の節目」とよく言われるますが、被災し
た人にとって節目でもなんでもありません。一日一日生
かされたいのちを懸命に生きてくこと、ただそれだけな
のです。
　まけないぞうを通して出会った被災者のみなさん。そ
れぞれに辛く苦しい津波の経験。あまりにも辛い現実に

▲三陸道の工事
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私自身も何度もこれが夢であってほしいと、何度も泣き
ながら車のハンドルを握り被災地に通いました。いまだ
に時折夢であってほしいそんなことを思います。
被災者のみなさんにずっと寄り添い続け、励まし続けて
きたまけないぞう。被災者だけではなく、私自身も支え
られ、まけないぞうを応援してくださるみなさんも支え、
支えられてきたと思います。復興は何を持って復興かな
んてわかりません。きっとずっと続くものなのかもしれ
ません。
　いままでも、そしてこれからもまけないぞうはできる
限りみなさんに寄り添っていきます。作り手さんのお一
人が「まけないぞうはこれからも来てくれるものね。」と
言ってくれた言葉がずしりと胸に響きます。

　「創造的復興」という言葉をよく耳にします。この言葉は阪神・淡路大震災の時に、当時の貝原県知事が「単に
震災前の状態に戻すのではなく、21 世紀にふさわしい復興を成し遂げる」というものでした。しかし、今回の東
日本大震災でも「創造的復興」という言葉を旗頭に復興が進められてきました。東日本大震災で作られた復興基本
法の理念には「単なる災害復旧にとどまらない一人一人の人間が豊かな人生を送ることができるようにすることを
旨として行われる復興」と掲げていますが、その中身はどうでしょう。ハードの復旧面に偏重し、巨大堤防やイン

〈くらし再建についてのコラム〉

フラ設備など震災以前より市町村の負担は重くのしかかり、そこに加
えて、沿岸では人口減少が激しく自治体は頭を抱えています。また、
なりわい再生のためのグループ補助金では、身の丈以上の投資をした
り、震災後にうまく展望が開けずに倒産する会社も相次ぎました。こ
の 10 年で福島を除いて、ほぼインフラが終了し、これからが本当の
意味でのくらしの再建がスタートするのです。復興基本法には「被災
地域の住民の意向が尊重され、あわせて女性、子ども、障害者等を含
めた多様な国民の意見が反映されるべきこと」も基本理念に謳ってい
ます。
　国も地方自治体もこの 10 年を検証し、今後のくらし再建にむけた
道筋を被災地の声に真摯に耳を傾けながら歩み、真に成熟した社会を
目指してほしい。そして、このことを次の被災地へも教訓として伝え
てほしい。（増島智子）

▲教訓を記した石碑

▲竹灯籠でつくられた 3.11 の文字 ▲まけないぞうの作り手さん
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POSKO支援第２弾にご協力を！！
　本「じゃりみち」NO.119 号で特集を組んだ POSKO 支援
の第 2弾がスタートしています。この第二弾に対するご支
援は、全国のみなさまと生活協同組合コープこうべからのご
支援によって実施しています。
　少し復習になりますが、POSKO というのはインドネシア
で災害後に現れる募金受付や救援物資の集配所、避難所など
の支援拠点のことです。昨年の 7月豪雨後から被災地熊本
県の被災地を訪問していて、筆者が出会ってきた「日本版
POSKO」が目に入り、少しばかりの財政支援とお米をはじ
めとした救援物資を届けてきたことに始まります。インドネ
シアの POSKO は自然に発生し、また自然に消滅します。と
ころが「日本版 POSKO」と称している熊本の被災地の場合、
自然に発生するのは同じですが、発災直後から支援活動をし
てきた下記の表に記載している 3団体、1個人は９ヶ月を前
にしても未だ支援活動を継続しており消滅していないので
す。（詳細は下記の表を参照）
　しかも救援物資の配布にとどまらず、心のケアや暮らし再
建、コミュニティ再生を意識した活動に変化し、支援を継続
していることが「日本版」たる所以なのです。ただ「球磨村
渡地区大原伸司さん」の場合は、球磨村渡（峯・島田）地区
の区長をされていることもあって、主に現在は仮設住宅でお
独り暮らしの被災者宅を訪問しています。区長さんによる訪
問に、被災者は安心して訪問を歓迎されます。つまり、こう
して訪ねて来てくれることが心のケアになっていると言える
でしょう。（詳細は当NGOが配信している「2020 年 7月豪
雨水害に関する支援ニュースNO.123 報を参照）

　今回の災害はコロナ下における「複合災害」となり、コロ
ナの感染防止のため熊本県外（後九州以外）のボランティア
の支援に対して事実上の自粛アナウンスが流れました。豪雨
災害で家屋に土砂が入り、生活用品が水に浸かり、多くの住
まいが全壊・大規模半壊・半壊という悲惨な被害となりまし
た。その上で夏は猛暑との闘いとなり想像を絶するほどの過
酷な状況でした。通常ならボランティアが応援に来てくれる
のが、先述したようにコロナとの複合災害のために、ボラ
ンティアはほとんど来なかったという事態になったのです。
従って被災者自身が泥かき、清掃、住まいの乾燥と全てを行
わなければならない事態となりました。　　
ただ、考えて見ればいつの時も災害直後は当事者はじめそこ
にいる人たちで、第一次的な助け合い活動をせざるを得ない
のです。というのは特に大規模災害となれば、複合災害でな
くてもほんとうに大変な被災地からは「SOS」を出しても声
は届かないことが多いのです。
でも直後のこうした体験は、その後のコミュニティの力を強
固にし、復興という段階に入っても力を発揮することが期待
されます。他方仮設住宅では、災害前のコミュニティがバラ
バラになり、その上、元の住まいに戻れるかどうかがはっき
りしない現状では、コミュニティ再建からは取り残される不
安が募り、こうしたストレスで今後の健康状態に懸念が深ま
るのです。
　この POSKO 支援第二弾の団体は、復興の “ てまえ ” まで
被災者と共に歩む活動を続けるでしょう。是非、今後とも
POSKO支援にご協力をお願いします。（村井雅清）

団体名 活動拠点 活動内容

1
球磨村雲泉寺災害ボラン
ティアグループ

球磨村渡地区雲泉寺

救援物資提供、住まい相談、被災写真洗浄、家屋清掃からリフォームの手伝い、人吉
球磨地区の被災者のメンタルヘルスケアを目的に、運動の提供。（参加者から・よく
眠れるようになった・気持ちが明るくなったとの声）
（＊みなさまからご提供頂いたお米も配布して頂いています。）

2 球磨村復興協力隊 球磨村神瀬地区

避難所サポート、子どもの学習支援と遊び場提供、炊き出し支援（神瀬みんなでごは
んプロジェクト）、村営住宅を使っての「アート・プロジェクト」（２月２０日終了）、
村営住宅解体後アートプロジェクトの第２弾を企画中、被災者の仕事づくり（竹のス
ピーカーづくり）など。（＊お米の配布は上に同じ）

3 個庫茶屋メンバー 人吉市

救援物資支援から一部ものづくり工房へ転換、家屋の片付けからリフォームまで（2
軒）、被災者と支援者が集うカフェづくり、人吉市内の石蔵を使用したリヤカーマル
シェ、パン工場づくり（障害者の仕事場にも）など、平時における普段着の助け合い
によるコミュニティ形成を目指す。
（＊お米の配布は上に同じ）

4
球磨村渡（峯・島田）地
区　大原伸司

球磨村渡地区
主に仮設住宅入居者への見守り（特にお独り暮らしの世代）、救援物資支援、地区で
の自主防災活動、球磨村への復興計画提言活動など（＊お米の配布は上に同じ）

＜ POSKO 第二弾一覧表（2021 年 3 月 22 日作成＞
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★団体会員　　　年会費￥１０, ０００　×　１口以上
★個人会員　　　年会費￥ ３, ０００　   ×　１口以上
☆団体賛助会員　年会費￥１０, ０００    ×　１口以上
☆個人賛助会員　年会費￥ ３, ０００　   ×　１口以上
☆自由選択会員　年会費￥　　任意の額　　　　
■郵便振替　加入者名：被災地 NGO 恊働センター
　口座番号：０１１８０－６－６８５５６
■ゆうちょ銀行
　支店番号：一一九（イチイチキュウ）支店／店番：119
　当座 0068556 ／受取人名：ヒサイチ NGO キョウドウセンター 

被災地 NGO 恊働センターでは、会員を随時募集しています。普
段なかなか活動にご参加できない方でも賛助会員等で活動に間
接的にご参加いただくことが出来ます。活動カンパ、事務局カン
パも随時受け付けています。下記の振込先によろしくお願い致し
ます。

当 セ ン タ ー の 姉 妹 団 体「CODE 海
外災害援助市民センター」の活動
にもご協力よろしくお願いします。

■編集後記

■事務局ボランティアも募集しています！
　私たちと一緒に活動してくださるボランティアさんを随時募集

しています！初心者の方も全く問題ありません。ボランティアで

の活動を通して、NGO や市民社会、防災・減災のことも学ぶことが

出来ます。やる気のある方大歓迎です。ぜひお越しください。

■クレジットカードでのご寄付
　クレジットカードでも会費やご寄付をしていた
　だくことができます。下記 URL もしくは右の　
　QR コードからお願いします。
　https://congrant.com/project/ngokobe/605

　まずは皆様にお詫びがございます。前の号は 118
号と印刷しておりましたが，本当は 119 号の誤り
でした。そのため，本号は 120 号となります。申
し訳ございません。

　さて，新年度を迎え春の陽気の今日このごろ，
皆様はいかがお過ごしでしょうか？私は花粉症な
ので目が痒くなったり，鼻水が出たりと日々悪戦
苦闘しております。昨年は花粉の飛散量が少なかっ
たそうですが，今年は昨年と比べると増加傾向だ
そうです。場所によっては，昨年の 2 倍の飛散量
になるところもあるようです（でも平年よりは少
ないそうです）。皆様の中にも同じように花粉症で
大変な方も多いと思いますが，対策はされていま
すでしょうか？

　昨今は，再び新型コロナウイルスの感染が拡大
してきていますが，実は花粉症の影響で，目をか
いたり花を噛んだりすることで，新型コロナウイ
ルスに感染しやすくなる場合もあるそうですから
要注意ですね。
　（頼政良太）

　　　　■入金・カンパのお願い

新型コロナウイルスは、世界的な感染の広がりをみせています。 CODE は、被災地支援の経験とネットワークを
最大限に活用し、国際アライアンスを立ちあげ、 世界各地の経験や取り組みを共有・発信しています。支援から
取りこぼされていく「最後の 一人まで」を大切にしていきます。ご支援・ご協力よろしくお願い致します。

~CODE は世界と日本をつなぎます ~

新型コロナウイルス感染症の支援に
　　　　　　　　　　　　　ご協力お願いします。

・国際アライアンスで世界の仲間たちとコロナ危機に対する 取り組みや経験を共有し、共に解決の道を探していきます。 ( 日本でのボ
ランティアなどの取り組みを教えてください。 世界へ発信します。)
International Alliance for COVID-19 Community Response HP:http://www.iaccr2020.net/
• 海外のカウンターパートを通じて途上国の厳しい状況の 人たちを支えます。
• コロナで困窮している日本の若者たちを支え、応援します。
• 最前線で戦う医療従事者を支えます。

■現在の取り組み


